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発表内容

１． ICT舗装工

２．TLSを用いた出来形管理

３．出来形管理方法の事前検証

４．「ICT舗装工」対象工事での
出来形測定事例



Page 2

１．ICT舗装工
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i-Constructionの3本柱

� 「ICTの全面的な活用」

� 「規格の標準化」

� 「施工時期の平準化」

ICTの全面的な活用

� 「ICT土工」(平成28年度)

� 「ICT舗装工」(平成29年度)
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ICT舗装工の10基準
国土交通省資料
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ICT舗装工の目的・対象

国土交通省資料
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起工測量～完成検査
国土交通省資料
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ICT舗装工で必須となる項目

①3次元起工測量

②3次元設計データの作成

③ICT建設機械による施工(路盤工)

� 3D-MC モータグレーダ

� 3D-MC ブルドーザ

④3次元出来形管理

� レーザスキャナ(TLS)

� トータルステーション(TS)

⑤3次元データの納品
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ICT舗装工の対象となる作業

国土交通省資料
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２．TLSを用いた出来形管理
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抽出管理から全数管理へ

国土交通省資料
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抽出管理から全数管理へ 国土交通省資料
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TLS出来形管理の流れ
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地上型レーザスキャナ(TLS)
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地上型レーザスキャナ(TLS)

TLS(Terrestrial Laser Scanner)

レーザによって計測対象物の表面形状を面的

に計測し、3次元座標データ(点群データ)を

取得する測量機器。

ＴＳのようにターゲットを視準して計測を行

わないため、特定の変化点や位置を選択して

計測することが難しい。
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TLS出来形管理の流れ
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3次元設計データの作成
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TLS出来形管理の流れ
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グリッドデータ作成方法
出来形評価用データとして、計測対象面につ
いて、1m2以内のグリッド(格子)を設定し、
グリッド毎のデータ(代表値)を計算する。



Page 19

出来形評価方法(厚さ)

①厚さによる管理
グリッドデータ化した上下層の標高
差を計算

②標高較差による管理
下層の施工誤差を考慮した目標高さ
と上層のグリッドデータの差を計算
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厚さによる管理
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出来形評価方法(厚さ)

①厚さによる管理
グリッドデータ化した上下層の標高
差を計算

②標高較差による管理
下層の施工誤差を考慮した目標高さ
と上層のグリッドデータの差を計算
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目標高さの設定(標高較差管理)
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標高較差による管理
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出来形評価データ処理(厚さ管理)
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TLS出来形管理の流れ
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出来形管理基準・規格値(面管理)

中規模 小規模 中規模 小規模

基準高 ±90mm ±90mm
＋40mm
－15mm

＋50mm
－15mm

厚さ・
標高較差

±90mm ±90mm
＋40mm
－15mm

＋50mm
－15mm

上層路盤
(粒度調整)

厚さ・
標高較差

－54mm －63mm －8mm －10mm

上層路盤
(As安定)

厚さ・
標高較差

－36mm －45mm －5mm －7mm

基層
厚さ・

標高較差
－20mm －25mm －3mm －4mm

表層
厚さ・

標高較差
－17mm －20mm －2mm －3mm

工種
測定
項目

個々の測定値 全点測定値の平均

下層路盤
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出来形管理資料(ソフトで自動作成)
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３．実用性の事前検証
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測定上の課題
� 黒色・光沢物の測定

(レーザが反射し難い)
� 水平面の測定

(遠くになるほどデータの密度が疎になる)
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TLSに要求される性能

点群密度

起工測量
0.25m2（50cm×50cm）
あたり1点以上

出来形計測
0.01m2（10cm×10cm）
あたり1点以上

鉛直精度

起工測量 ±20mm以内

下層路盤
上層路盤

±10mm以内

基層
表層

±4mm以内

平面精度 全層 ±20mm以内
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高性能TLSの使用

� ScanStation P40

(ライカジオシステムズ)

スキャンスピード 最大 1,000,000点 / 秒

距離精度 1.2mm ＋ 10ppm

座標精度 3mm ＠ 50m ; 6mm ＠ 100m

ターゲット測定精度 2mm (50mまでの標準偏差)

測定範囲 最大 270m

スキャン密度 最少 0.8mm ＠ 10m (16.5”)

スキャン範囲 水平：360°/ 鉛直：290°
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検証目的

� 規格値(測定精度、点群密度)を満足する条
件で、どの程度の距離まで測定できるか。

検証試験(当社施工現場で自主的に試行)

①初回試験
近畿地方整備局発注 国道舗装工事

②最適化試験
NEXCO西日本発注 高速道路舗装工事
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点群密度の確認(初回試験)
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点群密度の確認結果(初回試験)

※グリッド線は10cm×10cm
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スキャン設定の最適化

� 測定距離40mを目標に設定を最適化
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点群密度の確認(最適化試験)
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点群密度の確認結果(最適化試験)

※グリッド線は10cm×10cm
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鉛直精度の確認

20m/30m/40m地点において1㎡内点群
及びTSによる四隅の測点の高さ（4点）を
平均値化 → 比較
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鉛直精度の確認結果
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４．「ICT舗装工」対象工事での
出来形測定結果
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「TLS出来形管理」の実施工事

①朝山大田道路 波根地区舗装工事

(2017年3月30日～12月28日)

� 下層路盤から表層までの全層をTLSで測定

[測定面：路床、下層路盤、上層路盤(粒調、As 安)、

基層、表層]

②朝山大田道路 久手地区舗装工事

(2017年9月1日～2018年3月30日)

� 表層をTLSで測定

[測定面：路床、基層、表層]
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出来形測定状況

起⼯測量 上層路盤（再⽣As安定処理）
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起工測量(点群データ)
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TLSの精度確認
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TLS出来形管理のデータ処理の流れ
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①3次元データ作成
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②点群データ取込
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③フィルタリング(範囲外データ削除)
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④フィルタリング(データ間引き)
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⑤出来形評価用データの抽出
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⑥グリッドデータの作成
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⑦出来形評価(ヒートマップ)
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⑧出来形合否総括表
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⑨出来形確認・検査

任意計測点の舗装厚を
タブレットPCに表示



Page 55

ご清聴ありがとうございました


